
課題①
（様式３－２－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課
題であるか 6 1 法人など作業が多いので必要な課題である。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者、地
区）の選定は適切であるか

5 2

③関係機関とうまく連携して活動
しているか

5 2

④活動（活動方法、時期、手段）は
適切であるか

4 3

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか

4 3

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか

3 4 うまく広がれば産地成長につながる

⑦他の課題や他農業者、地域へ
の波及性があるか 4 2 1

⑧結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか 1 6

令和７年度外部評価会　集計表（農業者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

市町との連携をとってほしい。

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体
制・活動
方法

福祉利用者を活用したい農家とのバランスは
どうなっているのか？
農業者とマッチング可能な福祉事務所をリスト
アップできると良い。

項目 評価の視点

農業と福祉をつなぎ、地域課題の解決へ

所属名： 大隅地域振興局農政普及課

全体的な意見・提言等
・実際に取り組むとなるといろいろ課題がありそうなので、新たに取り組む農家への提言を詳しく教えてほしい。
・マッチングがうまくいくにはどうすべきか？
・農業者の理解を深めることが重要。



課題①　 　　
（様式３－３－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上，重
要な課題であるか

6 1 労働力不足は深刻なので必要な課題である。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者，地
区）の選定は適切であるか

6 1
市町への情報が少ない（特に畜産サイドに）
「おためし」でのマッチングは大変良い。

③関係機関と連携して活動して
いるか

3 4

④活動（活動方法，時期，手段）は
適切であるか

4 3

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか

3 4

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか

4 3

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか

1 6

⑧他の課題や他農業者，地域へ
の波及性があるか

2 5

⑨結果が十分でないものは今後
の対策が考えられているか

3 4

評価の視点

農業と福祉をつなぎ，地域課題の解決へ

大隅地域振興局農政普及課

活動の
成果

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体制・
活動方法

特にどの品目（畜産も含めて）の作業が適して
いるのか？

所属名：

・農業者とのマッチングが課題であることは認識している。派遣形態に対応している事業所や農業者が準備しておくとな
どをまとめた資料があると，周知する上で助かる。
・多様な人々が関わることで，地域を守る活動につながる，今後の活動に期待する。
・利用申込の手法・手続き等を明確にすることで利用率UPにつながるのではないか。
・労働力不足の解消までには，まだまだ大変だと思う。活動の評価が難しい課題である。
・福祉事業所との検討調整が重要，農福連携は大事な取組な今後もよろしくお願いしたい。

全体的な意見・提言等

項目

令和７年度外部評価会　集計表（関係者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

加工品をつくり付加価値を高めていることが
良い



大隅地域振興局農政普及課

１ 課題を取り上げた理由
２ 対応策と目的
３ 普及指導計画での位置づけ
４ 農福連携の推進
５ 活動成果
６ 今後の計画（課題に対する活動方針）

後継者不足や高齢化などによる労働力不足

収穫，除草，袋詰め作業など…
農繁期 人手が足りない

労働力不足の解消など
持続する農業経営を実現︕ 農福連携の推進

労働力の確保による
農業経営の安定化

1



労働力不足
就労

生きがいづくり

労働力不足の解消

誰もが働きやすい職場

地域内での連携
農業，福祉

農作業分解

肝属地域の農業を担う人材の確保・育成(担い手)
農福連携支援(労働力確保等)
・農業者の取組支援
・就労継続支援事業所の取組支援

・認定農業者等
・就労継続支援事業所
・大隅半島ノウフクコンソーシアム

2



農福連携とは…︖

誰もが働きやすい持続的な農業へ
①農福連携研修会の開催
（農業者向け，福祉事業所向け)

②市町等と連携した研修会

農福連携の課題を洗い出し…
どこに作業をお願いすれば︖︖
作業の内容は︖︖

3
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おためしノウフク推移件数 合計

※マッチング先の異なる３件を含む

その他にもノウフクJAS取得支援など…

マルシェ
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ノウフク
スナック
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①先進事例を知る
→農業経営のヒントに︕

②農福連携におけるポイントを学ぶ
→両者にとって作業がしやすくなる︕

①労働力不足の解消
→農繁期等での作業能率向上

②和やかな雰囲気で作業がしやすい
→誰もが働きやすい職場環境

③１つ１つの作業を細分化する必要
→農作業の効率化

おためしノウフク体験者の声

労働力不足
解消

就労機会の増
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☆農産物の付加価値向上
☆農福連携の輪を広げる
→農業経営の発展
活動成果

ノウフクアワード2022受賞
R６ 農業白書にONC取組掲載
ノウフクスナック 受賞など 福祉事業所１件認定︕

栽培面積の拡大︕→収益の黒字化
（サツマイモ 0.9㌶増加︕）
（玉ねぎ 30㌃増加︕）

→労働力不足の解消
→職場環境の改善
→新たなビジネスへの創出

農業経営の発展
１ 認定農業者等への周知

→農福連携の現場を見てもらう
２ 福祉部局との連携

３ 持続可能な体制づくり
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